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【目的】内臓の痛みは、疾患に伴って頻度が高く臨床的に重要であるが、対象が深部にありアプ

ローチが難しく適切な動物モデルが無かったこともあり、メカニズムの解明は遅れている。本セ

ミナーでは内臓痛とくに胃の痛みを受容伝達するメカニズムや、実験的胃潰瘍、機能性胃腸症の

動物モデルにおける痛覚過敏のメカニズムを解析した結果を報告する。 

【材料と方法】胃の痛みを定量化するためにラットの胃をバルーン伸展したときの行動を筋電図

の変化として記録した。胃の知覚神経の活動を調べるため、迷走神経、大内臓神経より単一神経

記録、Na チャネルの記録を行った。胃における神経線維の分布、胃や知覚神経におけるメディエ

イターの発現を免疫組織学的に調べた。また実験的胃潰瘍やストレスによる胃の痛覚の変化を調

べ、各種拮抗薬や中和抗体の効果を行動薬理学的に調べた。 

【結果】バルーン伸展による筋電図の変化はバルーンの圧に伴って増大した。単一神経記録より、

胃の知覚神経は炎症性メディエイターや、神経成長因子(NGF)で感作されることがわかった。胃潰

瘍では胃の痛覚過敏が見られ、潰瘍の組織には NGF が発現し、潰瘍周辺部で神経線維が増加した。

NGF の中和抗体は、胃潰瘍における痛覚過敏を抑えた。またストレスにより胃の痛覚は亢進し、

CRF（副腎皮質刺激ホルモン放出因子）や ASIC(酸感受性イオンチャネル)の拮抗薬で抑制された。 

【結論】胃潰瘍における胃の痛覚過敏の発現には NGF が重要な役割を果たしていると考えられる。

またストレスによる胃の痛覚の亢進には CRF や ASIC の関与が示唆された。 
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